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されているイラストといっしょにし

て帳票に書き出します。

作業者はこれをもとに現場で、安

全注意事項や作業詳細内容を記入し、

終了後に記入内容を設備保全システ

ムに入力していく情報の｢検索｣、「活

用 ｣、｢ 入力 ｣、のサイクルができま

した。

紙の情報はスキャン依頼のボック

スを設けて専任の女性がDocuShuttle

で登録をしています。これを利用す

ると大量な情報を簡単な操作で登録

できます。光ファイルシステムの頃

は登録作業をしているときは、他の

人が検索ができないなどで大変でし

た。

今後の取組みについてお聞かせくだ
さい

製鉄所の現場では、すべての事務

所がパソコンが使える環境ではあり

ません。情報のやりとりは依然、紙

が主体です。昼夜交代の夜勤あけで

疲れて事務所に帰ってきた作業者は

パソコンを立ち上げて、ソフトを立

ち上げて、必要事項を打ち込むとい

う操作はしてくれません。しかし、

引継ぎのための報告書は書いてくれ

ます。

今後はこれまで紙と FAXを使って

いた申請業務のやり方を、ArcSuite

のワークフロー Apeos 連携を利用し

ようと考えています。現場で何が起

こっているのか、関係者全員が即座

に把握することがでれば意思決定業

務の迅速化が図れます。紙だから伝

達に時間がかかった情報を、紙を電

子で融合して廻すことで、情報の共

有化と意思決定のスピード化に取り

組んでいきたいと考えています。

スキャン依頼トレイと入力用の複合機
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■創　業………1905 年 9月 

■資本金………2,333 億円 

■所在地………〒 675-0137　兵庫県加古川市金沢町１ 

■事業内容…… 鉄をはじめ各種の金属素材から各種産業機械まで製造する神戸製鋼の複合経営で培った技術を生かして自社製作した原料整粒設備、
ペレット製造設備、高炉、連続鋳造設備、酸素プラントなど多くの主要設備が稼働し、品質のよい製品づくりに貢献しています。

お客様事例紹介 ＜ ArcSuite 活用事例＞

ENGINEERING SOLUTIONS

業務改善と技術伝承を支援する
全社文書管理システム
神戸製鋼所加古川製鉄所様では、鉄をはじめ各種の金属素材の
生産において、複合経営で培った技術を生かして製造されたプ
ラント設備により、品質のよい製品を提供されています。コン
ピュータによる総合管理システムを早期から導入し、受注から
出荷までの一貫した製鉄所総合管理システムで、コンピュータ
による効率的な操業および工程管理、高度な品質管理を実現し
ておられます。

これまで部門ごとに保管していた図面・技術資料や作業報告書・
購入品発注依頼などのイメージ DBをすべて統合し、ホスト系
の設備保全や調達システムなどのシステムに連携させて業務を
廻されています。必要なイメージデータをホスト端末からすぐ
に取り出せる環境は、技術伝承の活動にも大いに役立っていま
す。現場で取組まれている業務改善についてご紹介いただきま
した。
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設備保全情報システムの概要についてお聞
かせください

製鉄所の設備は年々と高度化、複雑化、多

様化してきています。製品品質、納期、コス

トなどを維持向上させていくには、設備の

信頼性確保による安定稼動が必要であり、

多数の設備に関する保全情報をいかに精度

よく、しかも迅速に処理できるかが、最適な

設備保全活動の鍵になってきています。

そこで弊社加古川製鉄所では、1986 年

10 月より工事（修理、整備）・点検・給

油の各作業、予備品管理（在庫管理、棚

卸）、故障管理、予算管理、要員管理等ほ

とんどの設備保全業務を処理する総合的

な設備保全管理システムである加古川製鉄

所設備保全管理システム（KMS:Kakogawa 

Maintenance System） を開発し、運営

を続けています。このシステムは現在も

3270 エミュレータ―で動くホスト系のシ

ステムですが、1994 年からは光ファイル

システムと連携しイメージ情報の取込みも

はじめ、今日まで稼動しています。

STAR 作戦とはどのような活動でしょうか

2007 年問題で技能を教える人材が枯渇

していくなかで、計画的に技術を伝承し、

新しい人材を育成していく取り組みです。

STAR の S は Skill 技 能、T は Tecnorogy

技 術、A は Advancement 高 め る、R は

Rolling 継続活動です。現場で属人化してい

く情報を共有化し、ノウハウとして蓄積さ

せていく仕組み作りに取り組んでいます。

先日、新入社員が現場で職長から図面を

とってこいと言われ、自転車で数十分かけ

て保全室まで探しにきましたが、彼はそれ

が何処にあるか、わからなくて困っていま

した。図面や資料はしまった人はわかりま

すが、新しい人は保管場所がわからないん

ですね。今回構築したシステムで、3270

エミュレーターから工事番号で図面を簡単

に取り出す方法を教えたら、すごく感激し

てくれました。

技術は体で覚えるものだから、現場で体

得していくしかありません。でも、必要な

情報にたどりつく時間は極力短くしてやら

ないと、肝心の技術を体得するための時間

がなくなってしまします。

導入以前の課題をお聞かせください

設備保全の現場では 24時間連続して稼

動させるため、ドクターのように設備を「診

る」のが仕事です。現場でまず設備を「見

る」。現場の担当者から話を聞くとともに、

設備の振動や音を「聞く」。実際に設備に

「触れる」。オイルの焼ける臭いなどを「嗅

ぐ」。そして、「カン」を働かせて予測する

ことも重要です。しかし、｢カン ｣のきく

熟練者になるには、先人が現場で経験から

得た、さまざまな作業に関する詳細内容や、

失敗事例など、紙に残された情報を理解し

ておくことが必要です。

数年前に現場で設備保全システムを発注

マシンとしてしか使っていない、という話

を聞いて本当にドキッとしました。デジカ

メで撮影し、写真を貼り付け PCで作成し

た報告書は、きれいで解りやすいのですが、

個人の PCに保管されて情報が属人化して

いました。このままでは他の人が探すとき

に、何処にしまわれているのか、わからな

くなってしまいます。

現場で得た情報を設備保全管理システム

とうまく連携させることが、将来に渡り技

術の伝承に役立っていくと考えました。

また所全体の課題として、各部門が 90

年代導入し乱立した光ファイリングが老朽

化をむかえはじめ、それらサーバーのデー

ター移行も、大きな問題でした。

ArcSuite 選定のポイントは

設備保全管理システムとうまく連携を

させるため、API が公開されていることが

選定の必須条件でした。また、導入以前は

スキャン作業に大変な手間がかかっていま

したので、簡単な作業でイメージ変換が

でき、必要な属性情報をつけて登録できる

ArcSuite　Engineering を選定しました。

当初は自部門の数万枚のデータ管理用

として導入しましたが、他部門で管理して

いた光ファイルとマイクロフィルムなど

のデータをすべて合わせると約 400 万枚

以上が検索管理対象となります。大規模な

データの検索機能に優れていたのも選択の

ポイントです。

保全情報の ｢検索 ｣、｢活用 ｣、｢入力 ｣の
サイクルについてお聞かせください

保全業務は作業マスターをはじめに確認

します。まず、修理に必要な設備や部品の

図面番号を工事マスターに登録しますが、

この図面を探し出す指示をホストの工事マ

スター画面から直接呼び出すことができる

ようにしました。また、紙のファイルであっ

た設備の修理履歴も個別マスターから時系

列でイメージ情報の修理仕様書を閲覧でき

るようにし、過去にどのような作業を施し

たのかを画面から簡単に閲覧できます。　

現場で毎日使用する作業項目表には工事略

番をキーにし、ホストから工事マスター情

報を CSV で取り出して、ArcSuite に登録

大規模なデータの検索機能に優れていたのも
選択のポイント

加古川製鉄所
設備部　設備保全室
職長　田中政司 様

作業指示書にはホストからは CSV が、ArcSuite からは
イラストが自動で取込まれる

項目ごとに表示されたホスト画面情報を検索キーにし
て ArcSuite から文書を呼出している

3270 エミュレータ画面から文書ボタンを押すだけで
必要な文書を取り出すことができる


